第１学年　　道徳科学習指導案
　　　

１　主題名　　　やさしくするということは

２　資料名　　　はしのうえのおおかみ　（Ｂ-（６）親切、思いやり）
（出典「道徳　１年　きみがいちばんひかるとき」光村図書）

３　ねらい　　　うさぎときつねに意地悪をしていたおおかみが、くまに優しくされて心を入れ替える物語を通して、相手に優しくすることの気持ちよさについて考えさせ、他者を思いやり、誰にでも優しくしようとする実践意欲と態度を育てる。

４　主題設定の理由
（1） ねらいとする価値について
相手に優しくすることは、自分だけの考えではなく、相手のことを考え行動することが大切である。この発達段階の子どもたちはまだ、自己中心的な傾向が強く、自分のことで精一杯なため、相手の立場に立って考えるということは、なかなかできない。優しくすることが、よいことであると分かっていても、実践につながらないのが現状である。学校、学級での生活のルールやマナーが身に付いてきたこの時期に、身近な人に優しい心で接し、相手のことを考える温かい気持ちや、優しい行動について考えさせたい。

（2） 児童の実態
　本学級は、男子１８名、女子１５名の３３名の学級である。１学期に｢スーパー１年生になろう｣と呼びかけ、子どもたちの考えるスーパー１年生の中から、あいさつ・整とん・話す聞く・並び方を目標にカードを作って取り組んできた。
２学期になり、周りも見えるようになってきて、いろいろな人に優しくしたり、自ら進んでよいことに取り組もうとしたりする子がだんだんと増えてきた。また、相手のよいところを見つけることができる子もでてきて転んだ子に対して｢大丈夫？｣と優しく話しかけたり、給食で当番ではない子が手伝っていたところを見つけ、｢○○くんすごいね｣と伝えていたり、｢○○ちゃんがトイレのスリッパを整とんしていたよ｣と教師に伝えに来たりする子もいる。
しかし、人に優しくすることの大切さは頭ではわかっているが、まだ自己中心的な傾向が強く、相手の立場に立って考えることが難しい子もいる。また、よいことをしていた相手を見つけることや称賛することができても自分もやっていきたいという気持ちがあまり感じられない。
このような子どもたちが、相手のことを考え、優しい気持ちで行動することは、気持ちのよいことで、相手のよかったところを見つけるだけではなく、自分自身もやってみたいという第一歩を踏み出してくれることを願う。

（3） 資料について
「はしのうえのおおかみ」では、主人公のおおかみが、一本橋を渡ってきたうさぎたちを相手におもしろがって意地悪を続け、いい気分になっていた。ある日、自分よりも大きなくまに出会った時、今度は自分が意地悪されると思ったが、くまに抱き上げて渡らせてもらうという優しさを味わう。おおかみは、自分の行為を振り返り、今度はくまをまねてうさぎに優しくし、以前よりもいい気分になるという内容である。
本資料では、くまと出会ったことでおおかみの気持ちや行動が変化したことを押さえ、優しくされた時の気持ちをじっくりと考えさせる。また、優しくすると、いい気持ちになり、くまのように自分もなりたいという気持ちをもつことや、優しくすることの大切さに気付かせたい。
　
５　本時の指導　（１／１）
本時の目標：
・優しくすることはいい気持ちになることに気付き、優しくすることのよさを考えることができる。
・話し合いの意見を聞いて、自分も友達に優しくしていこうとする意欲をもつことができる。

（1） 授業構想
つかむ段階では、資料前半の怒った顔のおおかみと後半の優しい顔のおおかみの挿絵を用意し、気付いたことを話させる。子どもたちは表情が変わっていることに気付くであろう。それぞれの顔に名前を付けさせ、なぜ変わったのかに興味をもたせる。
考えを深める段階では、「はしのうえのおおかみ」の資料を、前半までペープサートで教師が演じた後、怒った顔のおおかみの気持ちを考えさせる。意地悪が楽しくなっていくおおかみの気持ちを、吹き出しを使って、「おれの橋だぞ。どけどけ」「みんなが言うことを聞くからおもしろいな」などおおかみの気持ちになって考えさせたい。次に、資料の後半を教師が演じ、やさしくなったおおかみの気持ちを考えさせる。くまのやさしさに触れて変わっていったおおかみの「いい気分だな」「やさしくする方が気持ちいいな」等の晴れ晴れとした気持ちを想像させたい。どちらもなりきって考えさせるためにマイ吹き出しを使って話させる。
２つの気持ちの変化を板書で分かりやすく表し、おおかみが変わったことを全員に確認させる。ここで、本時の主発問「おおかみは、どうしてやさしくなったのか」を投げかける。全員に考えさせる時間を確保するため、吹き出しのワークシートを用意して書かせる。うさぎが、「おおかみさんどうして優しくなったの？」と問いかけ、それにおおかみが答えるように書かせる。その後の話し合いでは、役割演技でおおかみの気持ちに迫らせ、吹き出しボードを持たせて、おおかみになりきって話せるように支援をする。全体の場で話した後に、隣同士ペアで、マイ吹き出しを持って話させる。一人では、文が書けなかったり言葉が出てこなかったりする子も、友達の発言をまねしてよいこととし、全員が優しくなったわけをおおかみの気持ちになって話す場を設ける。そうすることで、「優しくされるだけでなく、優しくすることはよい気持ちになること」に気付かせたい。
　そしてさらに、授業の振り返りでは、「優しくすることはいい気持ち。だから自分もやっていきたい」というような今後の自分の生活に生かしていこうとする意欲がみられることを期待したい。

（２）準備
　ワークシート、挿絵、ペープサート、吹き出しボード、マイ吹き出し










（３）学習過程
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	１　前半のおおかみと後半のおおかみの２つの挿絵の表情を比べて、気づいたことを話す。
　・天使の顔と悪魔の顔
　・怒ってる顔と笑ってる顔
　・怖い顔と優しい顔

２　本時のめあてを確認する。
やさしさについてかんがえよう。



	・２つの挿絵を見せ、怒った顔のおおかみと優しい顔のおおかみの違いに気付かせ、なぜ変わったのか、資料に興味をもたせる。
・２つの表情に名前をつけさせる。

・全員でめあてを言わせ、児童に授業の見通しをもたせる。

	考え深める　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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	３　資料前半（p44-4まで）を聞き、友達に意地悪をして楽しんでいるおおかみの気持ちを確認する。
　・おれの橋だからどいてよ。
　・みんなが言うことを聞くからおもしろいな。
　・意地悪は楽しいな。
　・王様になったみたいで楽しいぞ。

４　資料後半を聞き、友達に優しくして、前よりもずっといい気持ちになっているおおかみの気持ちを確認する。
　・いい気分だな。
　・優しくすると気持ちいいな。
　・優しくする方が楽しいな。

５　おおかみがどうして変わったのかを考える。

どうしておおかみは、やさしくなったのかな。


・うさぎさんが喜ぶと思ってさ。
・意地悪はだめだからやめようと思ってさ。
・悪魔の心から天使の心になったんだ。
・くまさんがやさしくしてくれたからなんだ。
・くまさんがやさしくしてくれて、かっこいいって思ったから、まねしたくなったんだ。
・くまくんにやさしくされて、すごくうれしくて、自分もやりたいって思ったんだ。
	・ペープサートを使い、資料の内容を理解させる。
・おおかみの気持ちをおおかみの言葉で考えさせるためにマイ吹き出しを使わせる。



・ペープサートのおおかみを使い、表情が変わっていることを気付かせる。
・おおかみの気持ちをおおかみの言葉で考えさせるためにマイ吹き出しを使わせる。


・おおかみは変わったのか、変わってないのかを全員に確認した後、変わったわけを考えさせる。
・ワークシートを使って、うさぎの「どうしてやさしくなったの？」の問いにおおかみとしてこたえる吹き出しを書かせる。
・吹き出しボードを使って、役割演技を行い、やさしくなったわけをおおかみになって話させる。（全体→ペア）
・意地悪なおおかみとやさしくなった　おおかみの変容がわかるように発言をそれぞれにくくり、構造的な板書を意識する。
・子どもの意見から、くまのやさしさで変わったことをおさえ、クラスに置き換えて考えさせる。
・具体物を使い、優しさが意地悪な心を優しい心に変えることができることをおさえる。

	まとめ見つめる
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	６　今日の授業を振り返り、分かったことと、自分がこれからしていきたいことを考える。
　・やさしくすると、いい気持ち。　
・やさしくするってかっこいい。
・やさしくされるだけじゃなくて、やさしくするのもいい気持ちだから、これからぼくも友達にどんどんやさしくしたい。
・やさしくすると、心がピンクになってどんどんピンクがいっぱいになる。
・
	・本時を通しての振り返り、考えをまとめ、今後どうしていきたいかを書かせる。
・１人、２人発表させて、今後どうしていくのか方向性を共有する。




（4） 評価
・やさしくすることはいい気持ちになることに気付き、やさしくすることのよさを考えることができたか。
（話し合いの様子、ワークシートから）
・話し合いの意見を聞いて、自分も友達にやさしくしていこうとする意欲をもつことができたか。
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